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（総括）研究報告書 

「がんの診療科データベースと Japanese National Cancer Database(JNCDB)の構築と運用」

（H22-3次がん-一般-043） 

 研究代表者 沼崎 穂高 大阪大学大学院医学系研究科 助教 

 

研究要旨 

臨床治療面を重視したがん診療科 DBを普及させて、学会に症例登録できる DBの開発と運

用を行う。本年度は、①院内/地域がん登録とのデータ連携: 院内がん登録支援ソフトウェア

Hos-CanRとのデータ連携性を確認した。②臓器別がん登録との連携: 食道癌全国登録の支

援継続。他 4疾患も各論 DB調査項目策定で協力を得た。③治療 RISへ本 DBフォーマッ

ト装填: IHE-JRO、開発企業と連携して協議を継続中。④日本版 ATC構築：治療計画デー

タの集積、検証、閲覧システムの改訂、テスト運用を行った。⑤JNCDB改訂: 基本 DB項

目を再検討し、現状に沿った項目に改訂した。⑤放射線治療症例全国登録の feasibility 

study：本格運用に向けた feasibility studyを行った。⑥全国放射治療施設定期構造調査：

2010年のデータを公開した。2011、2012年のデータを現在解析中。 
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A. 研究目的 

がん治療の3本柱の一つである放射線

治療の推進はがん対策推進基本計画の中

でも重点課題として挙げられている。放

射線治療分野では技術の高度化、患者数

増加により詳細な治療情報が大量に発生

しているが、情報標準化はなされていな

い。先行研究（H16-3次がん-039、H19-3

次がん-一般-038）で放射線治療部門DBの

標準登録様式を策定し、全国的なデータ

収集・分析が行えるJNCDBを構築し、学

会 JASTRO HP※1 http://www.jastro.or.jp/ 

からダウンロード可能とし、随時改訂作業

を行っている。さらにIHE-J RO WG※2と連

携して治療 RIS（ Radiation Information 

System）へのJNCDB formatの装填開発を

進めている。 

本研究では JNCDBの実運用すなわち全

国的な診療、特に治療の質の評価のための
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データ収集・分析を行い、施設に還元する。

さらに診療科 DB（臓器別がん登録）の標準

化、院内、地域がん登録とのデータ連携を

進め、入力重複の現場負担を軽減し、デー

タの質向上を図る。米国ではがん登録は法

制化されている。臓器別がん登録にあたる

NCDB（National Cancer Database）、地域がん

登録にあたる SEER（Surveillance 

Epidemiology and End Result）と NPCR

（National Program of Cancer Registries）は標

準様式が決まっている。NCDBは治療結果

だけではなく、診療過程や施設構造のデー

タも収集し、がん診療の質評価、施設認定

に利用されており、米国のがん診療の司令

塔として重要な役割を果たしている。日本

では院内、地域がん登録は厚生労働省の政

策で標準化が進められているが、登録項目

は少なく、米国のようながん診療の質評価

まで行うことは難しい。臓器別がん登録は

詳細な診療データを収集しているが、デー

タ元となる診療科 DBと共に標準化が進ん

でいない。本研究により、診療科 DBに標

準化部分を装填することで JNCDBを含む

臓器別がん登録の詳細データを日本のがん

診療の質評価に利用できる。 
 
※1 JASTRO HP 
日本放射線腫瘍学会（Japanese Society for 
   Therapeutic Radiology and Oncology）ホ
ームページhttp://www.jastro.jp/ 

 
※2 IHE-J RO WG 
  日本IHE協会 放射線治療企画/技術委員会（I
ntegrating the Healthcare Enterprise – Japan R
adiation Oncology Working Group）標準規格を
用いた医療機器の情報連携、統合を目指して
発足したプロジェクト。日本では2005年からI
HE-Jが発足し、2006年2月から日本における放
射線治療分野の活動をIHE-J ROとして開始
している。 
 

 

B. 研究方法 

1) 院内/地域がん登録とのデータ連携 

JNCDB登録ソフトと院内がん登録

支援ソフトHos-CanR Plusとのデータ

連携実験を行う。  

  

2) 臓器別がん登録との連携 

食道癌全国登録の支援を継続し、登

録システムを診療科 DBとして活用し

やすいシステムに改良する。本年度は

2007、2008年の 2年分のデータを収集

する。他疾患との連携では JNCDB調査

項目策定に協力を得る。 

 

3) 治療 RISへの JNCDB formatの装填 

日本 IHE協会放射線治療企画・技術

委員会と連携して、治療 RISから HIS

への治療サマリの標準化を現在行って

いる。治療 RIS内の DB項目に JNCDB

基本 DB項目を網羅するため、治療 RIS

開発企業へ働きかける。 

 

4) 日本版 ATC(Advanced Technology 

Consortium）※3の構築 

構築を進めている放射線治療計画遠

隔評価システムの機能拡大を行う。さら

に、実データを用いたテスト運用を行

う。 
 
※3 ATC 

Advanced Technology Consortium(先端技術
協会)の略で、米国でRTOG(Radiation Therapy 
Oncology Group)などの前向き臨床試験の治療
計画の正確性を遠隔あるいはセンターでStudy
事務局の放射線腫瘍医や物理士が評価できる
仕組みである。これらの大規模臨床試験の品
質保証の根幹を担う重要なグループであり、
ワシントン大学の医学物理士が開発した。 
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5) JNCDB改訂・開発 

JNCDBの疾患共通部分である基本

DBの項目内容を再検討する。現状の治

療に沿った項目に改訂するとともに入

力ソフトウェアを開発する。学会 HP

に公開する。 

 

6) 放射線治療症例全国登録 

放射線治療症例全国登録の feasibility 

studyを行う。また、データセンターを

放射線医学総合研究所に移管するため

の準備を行う。さらに、放射線医学総

合研究所倫理委員会、学会倫理委員会

へ申請準備を行う。学会 DB委員会、

と連携し、本格運用の準備を進める。 

 

7) がん登録法制化検討 

先行研究からのがん登録法制化検討

チームを継続する。その活動の一助と

してのがん普及啓発活動を行う。学会

HPの放射線腫瘍学データセンターで

は全国的な分析データを一般公開し、

引き続き国民に対してがん登録の重要

性を発信し、民意でのがん登録法制化

を働きかける。 

 

8) 全国放射線治療施設の定期的構造調査

Web登録 

学会 DB委員会と協力して 2011年、

2012年データの集積を行う。2010年デ

ータの学会 HPへの一般公開を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

・ 標準フォーマットの策定、DBシステム

開発では、個人情報は取り扱わない。 

・ 全国的なデータ収集・分析（JNCDBの

運用）では、先行研究（H16-3次がん-039）

において、申請者の所属機関（大阪大学

医学部）の倫理委員会の承認を得た。 

・ 個人情報を連結不可能匿名化してデー

タ収集するため、施設側で倫理審査を受

ける必要はないが、要望があった場合に

対応できるように、下記項目を盛りこん

だ倫理審査申請書を準備している。 

 個人情報は集積しないため、インフ

ォームドコンセントを受ける必要

ない。研究の実施をポスターにより

提示する。また、研究対象者に不利

益は生じない。 

 データの管理に関して、情報保護規

約を策定し、研究班として遵守する。 

 全体の研究成果については、学会論

文発表、Webを通じて定期的に行う。 

 以上の最終責任は研究代表者が負う。 

 

C. 研究結果 

1) 院内/地域がん登録とのデータ連携 

JNCDB登録ソフトウェアと院内がん

登録支援ソフトウェアHos-CanR Plusと

のデータ連携について、実際の登録デー

タにてデータの連携が可能であること

を確認した。 

 

2) 臓器別がん登録との連携 

臓器別がん登録との連携では 

JNCDB の調査項目の改訂で協力を得た。

さらに各臓器別がん登録との情報共有

を進めた。食道癌全国登録の支援継続：

2013年 8月に 2007、2008年症例分の全

国登録を開始し、本研究班として、シス

テム開発、統計解析業務を担当している。

2013年 12月末日で登録を締め切り、現



4 
 

在データクリーニング、データ解析中、

本年度中に報告書を完成予定である。 
 

3) 治療 RISへの JNCDB formatの装填 

治療 RISに JNCDBの基本 DBや各論

DBを装填するよう治療RIS開発企業へ

の働きかけを継続して行った。すでにか

なり組み込まれ、データは自動提出され

る仕組みとなってきた。 

 

4) 日本版 ATCの構築 

昨年度開発した放射線治療計画デー

タ集積・検証・閲覧システム（図 1）を

改良し、実データを用いてテスト運用を

行った。 

RTP
System

データセンター

参加施設

DICOM-RT Internet

Comment

CT
Contours
Dose
Plan 個人情報

消去

データ解析者

Web
Server

CD or Internet

Internet

 

図 1. 治療計画検証システムの概要. 

  

実データを用いて解析を行い、本シ

ステムが正常に運用できることが示

された（図2、3）。 

 
図 2. 治療計画閲覧ソフトウェア 

CT値調整、コンツールの選択、線量分布の表示 

 

図 3. 治療計画検証システムの画面（DVHの比較）. 

 

さらに DICOMデータを、インターネ

ットを介してサーバーに転送する機能

を追加した。施設 IDにより、サーバー

内に作成した施設ごとのフォルダを認

識し、症例リストが表示され症例リスト

を選択すると、既に転送されている患者

データが閲覧可能となる。 

また、実際の治療計画の比較・検討を

行った。前立腺癌の IMRT症例を比較し

た。処方、コンツール基準、リスク分類

を統一した上で①PTV: D95, Dmean 

(Gy)、②Rectum: V70, V65 (cc)、③

Bladder: V70, V65 (%)、④Rectum, 

Bladder: Volume (cc)を比較した（図 4）。 
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図 4. Bladder : V65, V70の比較結果 

 

5) JNCDB基本 DB改訂・開発 

基本 DBの調査項目の再検討、改訂を

行った。現在改訂した項目に合わせた

JNCDB登録ソフトウェアの改訂を行っ

ている。本年度中に学会（JASTRO）ホ
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ームページで学会員のパブリックコメ

ントを募集し、DB項目を確定する予定

である。 

 

6) 放射線治療症例全国登録の運用 

2013年 7月から 9月にかけて、JNCDB

（放射線治療症例全国登録）の

feasibility studyを行った。35施設から

14,484症例のデータを集積し、解析を行

った。診療内容（過程）は、照射方針、

小線源治療、高精度治療や照射線量など

において施設規模で標準治療の浸透を

含めて差異を定量的に観察できた。また、

専門医や指導医の実績評価のための分

析も可能であった。 

また昨年度まで、本研究のデータセン

ターは研究代表者の所属施設である大

阪大学が担ってきた（構造調査のデータ

センターを含む）。全国的なデータ登録

業務であり、恒常的な運営が必要なこと

から、データセンターを現在の大阪大学

から放射線医学総合研究所に移管する

こととなり、現在移管作業を進めている。

同時に放射線医学総合研究所の倫理審

査申請準備中である。 
7) がん登録法制化検討 

先行研究からのがん登録法制化検討

チームを継続した。その一助としての普

及啓発活動として JASTROに放射線腫

瘍学データセンターを開設し、下記 8)

の分析結果や JNCDB formatを順次公開

している。 

 

8) 全国放射線治療施設の定期的構造調査 

放射線治療情報の全国登録を担って

いる。全国の構造調査を毎年行い、解析

データを順次公開した。 

2010年データ 

JASTRO ホームページにて公開 

（http://www.jastro.or.jp/aboutus/child.ph

p?eid=00038） 

2011年データ 

回収率 79.0% （620/785）、集積中 

2012年データ 

回収率 51.2% （530/785）、集積中 

2013年データ 

2014年 4月に集積開始。現在集積項目

の最終調整中。 
  

D. 考察 

本研究では臓器横断的な放射線治療 DB

を普及させ、全国の放射線治療施設のがん

情報系を整備すると同時に臓器別がん登録、

院内がん登録との情報共有を目指している。 

本年度は、放射線治療専門医申請の実績

として評価可能な放射線治療実績 DB（22

項目）での feasibility studyを行い、本研究

のメインである JNCDB運用が開始された。

同時に基本 DB の改訂を行い、本格運用に

向けた準備を行っている。 

我が国においては電子カルテシステムが

普及してきているが、情報の後利用につい

ては未成熟である。当面、JNCDBも開発企

業との連携を模索しつつ、部門 DB である

治療 RIS へのオープンソース化と電子カル

テ装填に対する交渉を 2 本立てで

IHE-JRO、JASTRO DB委員会を通じて行

う。 後者の進展が十分でなくても現場の情

報系の整備が確実に進むように努力する。

後者が進めば移行する（図 6）。すでに治療

RISには JNCDBのかなりの項目が装填さ

れるよう開発メーカーに情報発信している。 



6 
 

放射線治療部門DBの
オープンソース化

電子カルテへの装填に
対する交渉

登録項目，DB設計の
改訂の繰り返しにより，
完成度の高いDBを構築

電子カルテ未導入施設は
部門独自DBを継続

既存の部門DBのデータの
インポート機能を開発

電子カルテ装填が進んだ場合

電子カルテへ移行

がん診療科DB(ＪＮＣＤＢ)開発流れ

17

・個人情報部分の院
内がん登録様式統
一化

・各臓器別がん登録
との情報共有化・支援

 

図 6．がん診療科 DB（JNCDB）開発の流れ 

 

放射線治療計画データの集積・検証・閲 

覧システムを改良した。放射線治療計画デ

ータは外科手術手技に匹敵する詳細な情報

である。客観的に検証可能な形でデジタル

保管されている。自施設のみならず多施設

や地域・国レベルでの検証、比較が今後可

能となる。放射線治療の診療の質向上に貢

献できる（図 7）。 

ATC機能

放射線腫瘍学分野の研修
教育・研究体制構築につながる。

図７．ATC機能の概要 

 

がん登録の意義、必要性の啓蒙活動の一

つとして、JNCDB大改訂の調査項目を学会

JASTRO HPで一般公開し、各施設の放射線

治療部門の診療科 DB フォーマットの統一

化を支援している。さらに放射線治療部門

の治療 RIS以外の診療科 DB、あるいは電子

カルテ開発ベンダーのがん診療 DB 開発構

築の支援を行っている。 

学会 JASTROの定期的構造調査を昨年よ

り毎年行っている。解析データは順次一般

公開して、放射線治療の構造の改善を施設、

地域、国レベルで行うよう JASTRO DB 委

員会（研究代表者は同委員長）と連携して

行っている。今年度は放射線治療装置の追

加配備を具体的数値データを示して該当施

設に提言した。 

 

E. 結論 

 JNCDB 開発と運用によりわが国のがん

診療の実態が正確に把握され、医療現場の

診療の質向上に具体的に寄与しうる。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

１．論文発表  

Tachimori Y., Numasaki H., The Registration 

Committee for Esophageal Cancer of the Japan 

Esophageal Society. Supraclavicular node 

metastasis from thoracic esophageal carcinoma: 

a surgical series from a Japanese 

multi-institutional nationwide registry of 

esophageal cancer. J. Thorac. Cardiovasc. Surg. 

2014; in press. 

Tachimori Y., Numasaki H., Uno T., et al. 

Comprehensive registry of esophageal cancer 

in Japan, 2005. Esophagus 2014; 11(1): 1-20. 

Tachimori Y., Numasaki H., Uno T., et al. 

Comprehensive registry of esophageal cancer 

in Japan, 2006. Esophagus 2014; 11(1): 21-47. 

Okami J., Teshima T., et al. Radiotherapy for 

postoperative thoracic lymph node recurrence 
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pf non-small-cell lung cancer provides better 

outcomes if the disease is asymptomatic and a 

single-station involvement., J Thoracic Oncol. 

8 (11): 1417-24, 2013.  

Morimoto M., Koizumi M., Teshima T.,  

Ogawa K., et al. Comparison of acute, subacute 

genitourinary and gastrointestinal adverse 

events of radiotherapy for prostate cancer using 

intensity modulated radiation therapy, 

three-dimensional conformal radiation therapy, 

permanent implant brachytherapy or 

high-dose-rate brachytherapy., Tumori 2013; in 

press. 

Takakura T., Teshima T., et al. Effects of 

interportal error on dose distribution in patients 

undergoing breath-holding intensity-modulated 

radiotherapy for pancreatic cancer: evaluation 

of a new treatment planning method. J. Appl. 

Med. Phys. 2013; 14(5): 43-51.  

Otani K., Teshima T., et al. Preoperative 

chemoradiotherapy with gemcitabine for 

pancreatic cancer  encountered vertebral 

compression fractures. Int. J. Radiat. Oncol. 

Biol. Phys. 2013; 87(25): S187. 

Hirata T., Teshima T., et al. Dose-volume 

analysis for predicting histological effects and 

gastrointestinal complications after 

preoperative chemoradiotherapy for pancreatic 

cancer.  Int. J. Radiat. Oncol. Biol. Phys. 

2013; 87(25): S309. 

Miki T., et al. Clinical characteristics and 

oncological outcomes of testicular cancer 

patients registered in 2005 and 2008: The first 

large-scale study from the Cancer Registration 

Committee of the Japanese Urological 

Association. Int. J. Urol. 2014; in press. 

Fujimoto H., Miki T., et al. Oncological 

outcomes of the renal pelvic and ureteral cancer 

patients registered in 2005: The first large 

population report from the Cancer Registration 

Committee of the Japanese Urological 

Association. Int. J. Urol. 2013; in press.  

Nishimura K., Miki T., et al. Prolonged 

treatment with three-weekly docetaxel plus 

daily prednisolone for metastatic 

castration-resistant prostate cancer: a 

multicenter, phase II, open-label, 

non-comparative, extension study in Japan. Int. 

J. Clin. Oncol., 2013; 18(2): 306-313. 

Naitoh Y., Miki T., et al. Hemostatic effect of 

new surgical glue in animal partial 

nephrectomy models. Urology 2013; 81(5): 

1095-1100.  

Fujihara A., Miki T., et al. Urge perception 

index of bladder hypersensitivity. J. Urol. 2013; 

189(5): 1797-1803. 

Kobayashi K., Miki T., et al. Evaluation of 

dosimetry and excess seeds in permanent 

brachytherapy using a modified hybrid method: 

a single-institution experience. J. Radiat. Res. 

2013; 54(3): 479-484. 

Oishi M., Miki T., et al. Apigenin sensitizes 

prostate cancer cells to Apo2L/TRAIL by 

targeting adenine nucleotide translocase-2. PloS 

One 2013; 8(2): e55922. 

Okihara K., Miki T., et al. Assessment of 

sreenees' knowledge on prostate cancer: Results 

of a questionnaire using the fact sheet. Urol. Int. 

2013; 91(1): 49-54. 

Ueda T., Miki T., et al. Hyper-expression of 

PAX2 in human metastatic prostate tumors and 

its role as a cancer promoter in an in vitro 
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invasion model. Prostate 2013; 73(13): 

1403-12. 

Wang S., Tachimori Y., et al. A retrospective 

study on nonmalignant airway erosion after 

right transthoracic subtotal esophagectomy: 

Incidence, diagnosis, therapy, and risk factors. 

Ann. Thorac. Surg. 2013; Nov 20.  

Wang S., Tachimori Y., et al. Diagnosis and 

surgical outcomes for primary malignant 

melanoma of the esophagus: a single-center 

experience. Ann. Thorac. Surg. 2013; 96(3): 

1002-6. 

Nonaka S., Tachimori Y., et al. Endoscopic 

submucosal dissection for gastric tube cancer 

after esophagectomy. Gastrointest Endosc. 

2013; Sep 20.  

Oda I., Tachimori Y., et al. Lymph-node 

metastasis in surgical resection of intramucosal 

esophageal adenocarcinoma. Dig. Endosc. 

2013; 25 Suppl 2: 177-80. 

Hiramatsu T., Tachimori Y., et al. Effectiveness 

of an outpatient preoperative care bundle in 

preventing postoperative pneumonia among 

esophageal cancer patients. Am. J. Infect. 

Control. 2013 (accepted) 

日月裕司, 他. 【食道疾患手術のすべて】 悪

性疾患の手術 頸部食道癌に対する手術. 

手術 2013; 67: 1461-1466. 

Murakami N., Kasamatsu T., Sumi M., et al. 

Vaginal tolerance of CT based image-guided 

high-dose rate interstitial brachytherapy for 

gynecological malignancies. Radat. Oncol. 

2014; 9:31.  

Nishio S., Kasamatsu T., et al. Nuclear 

Y-box-binding protein is a poor prognostic 

marker and related to epidermal growth factor 

receptor in uterine cervical cancer. Gynecol. 

Oncol. 2014 in press.  

Matsubara A., Kasamatsu T., Lobular 

endocervical glandular hyperplasia is a 

neoplastic entity with frequent activating 

GNAS mutations. Am. J. Surg. Pathol. 2013; in 

press 

Eto T., Kasamatsu T., et al. Status of treatment 

for the overall population of patients with stage 

IVb endometrial cancer, and evaluation of the 

role of preoperative chemotherapy: A 

retrospective multi-institutional study of 426 
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Clinical Oncology G. Phase III randomised 

controlled trial of neoadjuvant chemotherapy 

plus radical surgery vs radical surgery alone for 

stages IB2, IIA2, and IIB cervical cancer: a 

Japan Clinical Oncology Group trial (JCOG 

0102). Br. J. Cancer 2013; 108: 1957-63. 

Murakami N., Kasamatsu T., Sumi M., et al. 

Radiation therapy for stage IVA cervical cancer. 

Anticancer Res. 2013; 33: 4989-94. 

Murakami N., Kasamatsu T., Sumi M., et al. 

Radiation therapy for primary vaginal 

carcinoma. J. Radiat. Res. 2013; 54: 931-7. 

Koga Y., Kasamatsu T., et al. Usefulnness of 

immuno-magnetic beads conjugated with 

anti-EpCAM antibody for detecting 

endometrial cancer cells. J.Cancer. Ther. 2013; 

4: 1273-82. 

Tamura K., Kinoshita T., et al. 

64Cu-DOTA-trastuzumab PET imaging in 

patients with HER2-positive breast cancer. J. 

Nucl. Med. 2013; in press. 
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expression with neoadjuvant anastrozole or 
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factors for triple-negative breast cancer 
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Ki-67 expression with neoadjuvant 

anastrozole or tamoxifenin patients receiving 

goserelin for premenopausal breast cancer. 
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第 72回日本医学放射線学会総会, 横浜, 

2013年 4月 

山内智香子, 他. 切除術後に IMRTを施行し

た頸部放射線誘発性悪性組織球腫の一例. 

第 26回日本放射線腫瘍学会学術大会, 青森, 

2013年 10月 

松木清倫, 山内智香子, 他. 術後 IMRTを施

行後、多発遠隔転移を来した Anaplastic 

Meningiomaの一例、第 26回日本放射線腫

瘍学会学術大会, 青森, 2013年 10月 

山内智香子. 乳癌診療の進歩と動向 ~放

射線治療を中心に～ 日本医学放射線学会 

第 305回関西地方会, 大阪, 2013年 11月 

中村和正, 他. 放射線治療計画の施設間比

較のためのDVH評価ツールの利用とTarget, 

OAR名称統一について 第 25回九州放射線

治療セミナー 久山町, 2013年 8月 

Shibamoto Y., Sumi M., Onishi H., Koizumi M., 

et al. Analysis of Radiation Therapy in 1054 

Patients With Primary Central Nervous System 

Lymphoma (PCNSL) Treated During 

1985-2009, ASTRO’s 53rd Annual Meeting 

Atlanta, USA, Spt. 22 – 5, 2013 

角美奈子 他. JCOG脳腫瘍グループ・放射

線治療支援センター, 悪性神経膠腫に対す

る放射線化学療法のランダム化第 II/III相試

験(JCOG0305)最終報告. 第 26回日本放射線

腫瘍学会学術大会, 青森, 2013年 10月 

Toita T., et al. Image-guided brachytherapy for 

cervical cancer. 2nd ESTRO forum, Geneva, 

19-23 April, 2013. 

Toita T. Concurrent chemoradiotherapy 

(CCRT) for locally advanced cervical cancer: 

what is next? Morning Lecture［1］“Treatment 

of Advanced Cervical Cancer: Update”, The 3rd 

Biennial Meeting of ASGO, Kyoto, Dec., 2013. 

戸板孝文. 早期子宮頸癌の放射線治療. 教

育講演-治療：婦人科領域. 第 72回日本医学

放射線学会総会. 横浜, 25年 4月 

戸板孝文. 子宮頸癌放射線治療の新しい標

準化に向けて. がんプロフェッショナル養

成基盤推進プラン 東海大学公開シンポジ

ウム「子宮頸癌根治治療における今後の展

開」. 伊勢原, 25年 9月  

戸板孝文. 化学放射線療法の過去・現在・

未来：子宮頸癌. 教育シンポジウム「化学

放射線療法の過去・現在・未来」. 第 51回

日本癌治療学会学術集会. 京都, 25年 10月 

Kodaira T., et al. Clinical efficacy of Helical 

TomoTherapy for nasopharyngeal cancer 

treated with definite concurrent 

chemoradiotherapy. 55th ASTRO Annual 

Meeting, Atlanta, USA, Sept., 2013. 

Tomita N., Kodaira T., et al. Evaluation of 

urinary outcomes by international prostate 

symptom scores (IPSS) in intensity modulated 

radiation therapy combined with androgen 

deprivation therapy for prostate cancer. 55th 

ASTRO Annual Meeting, Atlanta, USA, Sept., 

2013. 

Kodaira T. Advances in IGRT and molecular 
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imaging for radiation therapy advances in 

adaptive radiotherapy and biologic imaging for 

definitive radiotherapy for head and neck 

cancer patient. 3rd International Conference on 

Real-time Tumor-tracking Radiation Therapy 

with 4D Molecular Imaging Technique, 札幌 

2013年 2月. 

富田夏夫, 古平毅, 他.前立腺癌に対する内

分泌治療併用強度変調放射線治療における

IPSSによる排尿機能の評価. 第 72回日本医

学放射線学会総会, 横浜, 2013年 4月 

古平毅. 進化した分子標的治療と放射線治

療への寄与 セツキシマブ併用放射線治療

の現状と課題. 第 26回日本放射線腫瘍学会,

青森, 2013年 9月 

古平毅. 放射線治療高精度化に伴う有害事

象の再評価 エビデンスからみた頭頸部癌

の IMRT の有用性. 第 26 回日本放射線腫瘍

学会, 青森, 2013年 9月 

立花弘之, 古平毅 他. 頭頸部癌治療にお

ける放射線口腔粘膜炎重篤化予防における

特性アミノ酸配合物の有効性. 第 26 回日

本放射線腫瘍学会, 青森, 2013年 9月 

牧田智誉子, 古平毅, 他. 上咽頭癌に対す

る 2-step 法 IMRT 施行症例における耳下腺

体積と線量変化の検討. 第 26回日本放射線

腫瘍学会, 青森, 2013年 9月 

清水亜里紗, 古平毅, 他. MALTリンパ腫に

対する放射線治療成績. 第 26回日本放射線

腫瘍学会, 青森, 2013年 9月 

古平毅. 頭頸部がんの分子標的治療 日本

人における cetuximab併用放射線療法. 第

11回日本臨床腫瘍学会, 仙台, 2013年 8月 

古平毅. 化学療法の現状と役割. 化学放射

線療法における放射線療法 第 37回日本

頭頸部癌学会, 東京, 2013年 6月 

古平毅. 高精度放射線治療の標準化と個別

化１：頭頸部癌. 第26回日本高精度放射線

外部照射研究会, 京都, 2013年2月 

権丈雅浩, 他. 悪性軟部組織腫瘍に対する

術後組織内照射の検討 第 26回日本放射線

腫瘍学会, 青森, 2013年 9月 

Seo Y., Koizumi M., Ogawa K., Association 

Between Linear-Quadratic Model Parameters 

and Basal Gene Expression Profiles in the 

NCI-60 Cancer Cell Line Panel,’s 53rd ASTRO 

Annual Meeting Atlanta, USA, Sept., 2013 

Tamari K., Koizumi M. Ogawa K., Impact of 

clinical and dosimetric factors on pericardial 

effusion in patients with stage I esophageal 

cancer treated with definitive chemoradiation 

therapy, 53rd ASTRO Annual Meeting Atlanta, 

USA, Sept., 2013 

玉利慶介，小泉雅彦，小川和彦 他. 表在食

道癌 CRT 後の心臓有害事象の検討，第 303

回日本医学放射線学会関西地方会, 大阪, 

2013年 2月 

林和彦，小泉雅彦，小川和彦 他. 原発性骨

軟部腫瘍に対する術中骨照射の治療成績，

第 303回日本医学放射線学会関西地方会, 

大阪, 2013年 2月 

礒橋文明, 小泉雅彦, 小川和彦 他. 子宮頸

癌術後全骨盤照射における 3次元照射と

IMRTの下部消化管有害事象の比較, 日本

医学放射線学会学術集会, 横浜, 2013年 4月  

小泉雅彦，小川和彦，他. 臓器別シンポジ

ウム 23：骨・軟部腫瘍治療の最前線 OS23-5 

骨・軟部肉腫に対する今後の放射線治療戦

略 第 51回日本癌治療学会学術集会, 京都, 

2013年 10月 

Shikama N., et al. Validation of the utility of 

cranio-caudal clip distance (CCD) for 
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identifying candidates for accelerated partial 

breast irradiation (APBI) using 

three-dimensional conformal external beam 

radiotherapy (3D-CRT). 55th ASTRO Annual 

Meeting, Atlanta, USA, Sept., 2013. 

Onishi H., et al. Japanese multi-institutional 

study of stereotactic body radiotherapy for 

more than 2000 patients with stage I non-small 

cell lung cancer. 55th ASTRO Annual Meeting, 

Atlanta, USA, Sept., 2013. 

小泉雅彦. 有痛性骨転移の放射線治療，第

15回 日本緩和医療学会, 横浜, 2013年 6月 

安藤裕, 粒子線治療の症例データベースの
試行, 第 10 回日本粒子線治療臨床研究会, 
名古屋, 2013年 10月 

大熊加惠, 中川恵一, 他. 再発・転移症例に

おける緩和的肺定位照射— 第 72回日本医

学放射線学会総会、横濱, 2013年 4月 

中川恵一, 他. 肺がん VMAT-SRTにおける

呼吸抑制再現性の検証— 第 26回日本放射

線腫瘍学会学術大会, 青森, 2013年 10月 

小塚拓洋, 他. 中間リスク前立腺癌に対す

る短期的 IMRT70Gy/28Fr の有害事象と治療

成績. 第 26回日本放射線腫瘍学会,青森, 

2013年 9月 

寺原敦朗, 他.食道癌術後局所領域再発に対

する放射線治療. 第 67回日本食道学会学術

集会, 大阪, 2013年 6月 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

大西洋, 他. 胸腹 2点式簡易型呼吸位相表

示装置（Abches） 

戸板孝文. 患者移送用寝台及び患者移送

システム（日本にて申請中: 出願番号

2012-091461） 

 

２．実用新案登録 

手島昭樹, 他.放射線照射試料用シャーレ

及び放射線照射方法（特願 2009-220831） 

 

３．その他 

角美奈子. 肺癌診療ガイドライン(2014年

版) 日本肺癌学会 作成協力者  

 

 

 

 

 

 


